
お
お
わ
き
じ
ょ
う

愛
智

大
脇

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
豊
明
市
栄
町
梶
田

・
元
屋
敷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
八
月
―

一
九
九
七
年
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
坂
倉
澄
夫

・
藤
井
孝
之

・
中
野
良
法

・
北
村
和
宏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
後
半
―

一
七
世
紀
後
葉

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
脇
城
跡
は
、
愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
尾
張

。
三
河
国
の
旧
国
境
を
流
れ

る
境
川
の

一
支
流
で
あ
る
正
戸
川
右
岸
の
沖
積
地
に
位
置
す
る

（旧
尾
張
国
知

多
郡
大
脇
村
）。
遺
構
検
出
面
の

標
高
は
ニ
ー
三
ｍ
前
後
で
、
周

辺
に
小
高
い
段
丘
が
展
開
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
坦

鋼

な
場
所
を
占
め
て
い
る
の
が
立

部．

地
上
の
特
色
で
あ
る
。
「桶
狭

跡

間
の
古
戦
場
」
は
、
大
脇
城
の

結

北
西
二

。
五
血
に
あ
た
る
。

大
脇
城
に
関
す
る
文
献
史
料

は
少
な
く
、
い
ず
れ
も
後
世
の
編
纂
物
に
限
ら
れ
、
初
見
は

『寛
文
村
々
覚

圭
屋

（寛
文
年
間
／
一
六
七
〇
年
前
後
）
の

「
（大
脇
村
）

一　
古
城
跡
　
先
年
梶
川

五
左
衛
門
居
城
之
由
　
今
ハ
畑
成
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
ま
た
、
梶
川
五
左

衛
門
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
の
動
向
か
ら
み
て
、
桶
狭
間
の
戦
い
の
直
後
よ
り

そ
の
活
躍
が
知
ら
れ
る

「秀
盛
」
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
盛
は
、
水
野
信
元
、
佐

久
間
信
盛
、
織
田
信
長
、
織
田
信
雄
さ
ら
に
は
池
田
輝
政
に
仕
え
、
文
禄

・
慶

長
の
役
に
お
い
て
湯
川

（
ソ
ウ
ル
市
近
郊
）
に
て
戦
死
し
た
と
い
う
人
物
で
あ

る
。
ち
な
み
に

『織
田
信
雄
分
限
帳
』
で
は

一
四
人
○
貫
文
の
知
行
と
な
っ
て

い
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
伊
勢
湾
岸
道

。
第
二
東
海
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
う

事
前
調
査
で
、
総
計

一
万
ポ
の
調
査
対
象
地
を
七
つ
の
調
査
区

（九
六
Ａ
Ｉ
九

六
Ｅ
区
お
よ
び
九
七
Ａ
Ｉ
九
七
Ｂ
区
）
に
分
け
て
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、　
一

五
世
紀
後
半
―

一
七
世
紀
後
葉
に
か
け
て
の
時
期
の
中
小
の
溝
に
よ
っ
て
区
画

さ
れ
た
屋
敷
地
群
を
検
出
し
た
ほ
か
、
か
ね
て
か
ら

「大
脇
城
跡
」
（地
元
の
村

絵
図
な
ど
で
は

「梶
川
五
左
衛
門
屋
敷
し

と
さ
れ
て
い
た
九
七
Ｂ
区
に
お
い
て
、

大
規
模
な
方
形
居
館
跡
を
検
出
し
、
こ
れ
ま
で
の
所
伝
を
裏
付
け
た
。
こ
の
大

型
の
方
形
居
館
を
囲
む
溝

（堀
）
九
七
Ｂ
区
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
か
ら
は
、　
一
五
世
紀
後

半
―

一
七
世
紀
後
葉
の
時
期
の
瀬
戸

・
美
濃
窯
産
陶
器
が
出
土
し
て
い
る
。
最

下
層

（第
四
層
）
か
ら
は
概
ね
古
瀬
戸
後
期
第
Ⅳ
小
期
―
大
窯
第
三
段
階
の
も

の
が
出
土
し
、
遅
く
と
も

一
六
世
紀
中
葉
に
は
居
館
は
成
立
し
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た

一
七
世
紀
代
の
遺
物
の
出
土
は
、
そ
の
性
格
は
と
も
か
く
、



江
戸
時
代
に
も
居
館
が
継
続
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

天
正
四
年

（
一
五
七
工０

銘
護
摩
札
が
出
土
し
た
の
は
、
上
記
九
七
Ｂ
区
で

検
出
し
た
方
形
居
館
内
を
東
西
に
分
か
つ
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
〇
七

（長
さ
一
一
ｍ
幅

〓
下
三
ｍ
深
さ
一
・
四
こ

の
溝
底
面
近
く

（第
四
層
）
か
ら
で
、
文
字
面
を
下

に
向
け
た
状
況
で
出
土
し
た
。
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｏ
七
の
埋
土
中
か
ら
は
、
第
三
層
に

お
い
て
瀬
戸

・
美
濃
産
の
信
鉢
片

（大
窯
期
）
が
、
埋
立
土
か
と
推
察
さ
れ
る

第
二
層
か
ら
は
同
じ
く
瀬
戸

・
美
濃
産
の
陶
器

（大
窯
第
二
段
階
お
よ
び
登
窯
第

一
小
期
―
第
四
小
期
）
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
「

金
剛
蔵
王
　
天
正
四
年
　
尾
州
智
多

大
御
堂
寺

立懸
虫
　
奉
修
大
峯
柴
燈
護
摩
供
武
〔騨

ぎ
久
所

胎
蔵
権
現
　
八
月
廿
四
日

野
間

　

　

常
楽
坊

　

」
釦
Ｐ
ｏ
×
Φ
卜
×
∞
　
ｏ
牌
Ｐ

ほ
ぼ
完
形
で
、
下
端
部
に
わ
ず
か
な
欠
損
が
み
ら
れ
る
。
表
裏
面
と
も
損
傷

は
少
な
い
が
、
長
ら
く
風
雨
に
曝
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
墨
痕
は
殆
ど
消
失
し

一

て
い
る
。
文
字
部
と
他
と
の
風
化
の
違
い
に
よ
る
凹
凸
に
よ
り
文
字
が
判
読
で

き
る
。
「金
剛
蔵
王
」
に
つ
い
て
は
、
朱
筆
の
可
能
性
が
あ
る
。

判
読
上
で
問
題
と
な
っ
た
の
が

「天
正
四
年
」
の

「
四
」
で
あ
る
。
フ
エ

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
四
の
異
外
字
の

「
Ｘ
」
と
判
読
し
た
が
、
こ
れ
に
は

異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
「尾
州
智
多
」
「野
間
」
の

「大
御
堂
寺
」
「常

楽
坊
」
は
、
現
愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
大
字
野
間
に
所
在
す
る
大
御
堂
寺

（真

言
宗
。
野
間
大
坊
と
呼
ば
れ
る
。
源
義
朝
の
墓
所
と
し
て
著
名
）
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
。
大
御
堂
寺
に
は
か
つ
て

「常
楽
坊
」
が
塔
頭
寺
院
の
一
つ
と
し
て
存
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
前
記
九
七
Ｂ
区
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
か
ら
七
点
、
九
六
Ｅ
区
Ｓ
Ｄ
〇
二
か
ら

一
点
の
墨
書
の
あ
る
付
札
の
断
片

０
し
が
出
上
し
た
。
判
読
を
含
め
、
詳
細

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

⑪
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『年
報
　
平
成
九
年
度
』
全

九
九
八
年
）

（北
村
和
宏
）

1997年 出上の木簡

仝
瑚

藤

ぇ

　

　

　

夭

謙

．、
痺
‐




